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実　験　の　部
　1．材　　料
　1．　生薬材料11a）
　台北市：春元行（1966年，No．2590，以下同様）；宏欣飛動行（1982，2610）；毘岩七星中薬行（1985，2614）；大生
団参薬玉（1985，2617）；出生堂蓼薬理（1985，2612）；空華薬房（1985，2613）；健生野中医診所（1985，2611）；四
三青草薬膏（1985，2616）；永安青草店（1985，2596）．南投県：哺里鎮：田國政氏（1981，4231）．嘉義市：新富山薬行
（1974，25R3）．高雄市＝林薬局（1984，2607）；徳一中薬行（1985，2606）；新廣徳中薬行（1985，2604）；健民中薬房
（1985，2605）；同恥部薬行（1985，2603）；三和青草薬舗（1985，2601）；長信蓼薬行（1985，2593）；生泰i薬行（1985，
2602）．台東市：賜安接骨草薬舗（1985，2609）．台南市：駅程蘭薬鍋（不明，2602）からの入手品．
　2．　比較植物11b）
　①lxeris　laevigata（BL．）ScH．一BIP．　ex　MAxlM．　var．　oldha〃zi（MAxIM．）KITAMuRAアッ・ミニガナ〔台湾：
台北序章寮郷上底（1985年7月4日，T85－37）；基隆市和平島（1985年7．月6日，　T85－56）；南投県警里馬：哺里（1981
年5月，田國政）；高雄明大寮郷大寮（cultivated，1985年7月2日，　T85－15）；大社郷観音山（1985年7月3日，
T85－26）；屏東県輿台聴唖台（1968年7月27日，　T．　Namba　et　al．，515）；秦武郷新秦武～大武山（1968年7月16日，
T．Namba　et　al．，　374）．）
　②1．chinensis（THuNB．）NAKAIウサギソウ〔台湾：台北市陽明山（1986年6月1日，　T86－5）；台北市内萬安青
草店（1985年7月18日，T85－81）；春蘭県頭城鎮大渓（1985年4月15日，　M．　T．　Kao，9984）；花蓮県玉里高邑通～安
通温泉（1985年7月11日，T85－72）；台東県大武郷大武（同左，　T85－74）；高雄県大寮郷大寮（cultivated，1985年7月
2日，T85－16）；屏東県域薮畑大津（1982年1月17日，　M．　T．　Kao，9560）；量地郷徳文（1984年6月14日，　C　C．　Lin）；
恒春鎮猫鼻頭（1985年6月30日，T85－11）．〕
　③L　po　ly　cephala　CAss・ノニガナ12）〔日本：熊本県熊本市千葉城町熊本城内（1955年5月20日，　Y・Shimada）；
玉名市（1982年4月29日，T．　Hamada，　N82－1，1984年4月21日，　A．　Takano＆T．　Hamada，　N84－1）．〕
　④1．debilis　A．　GRAY　subsp．　litoralis　KITAMuRAホソバヂシバリ〔台湾：台北県八里越南掻頭（1985年7月
8日，T85－68）．〕
　⑤1．stolonifera　A．　GRAYイワニガナ12）〔日本1富山県富山市田畑（1980年6月1日，　T．　Iwata，37）；杉谷（1981
年10．月27目，N81－7）；礪波市頼成山（1979年6月13日，　Y．：Horikoshi，53）；婦負郡細入村楡原（1981年6，月21日，
N81－6）；茨城県水戸市東原（1977年8月10日，　N．　Sato，43）；大阪府八尾市恩智山（1979年5月3日，　H．　Kida，
20）　．）
　⑥1．　repens（L）A．　GRAYハマニガナ〔台湾：台北県貢寮郷漢底（1985年7月4日，　T85－38）・日本：富山県氷
見市島尾浜（1981年7月18日，N81－1）；富山市岩瀬浜（1981年7月19日，　N81－2）；浜黒崎（1977年9月25日，　T・
Yamaguchi，5）；田畑（1977年月8日20，　J．　Takeuchi）．〕
　II・　Ixeris属植物の形態
　今回比較検討したIxeris属植物は外部形態別に，茎が直立して分枝し上部に散房状あるいは集散状に頭状花を多
数着けるもの〔ここではAタイプとする；Ixeridium節（1．　laevigata　var．　oldhami，1．　chinensis）およびIndoixeris
節（1．polycephala）の植物で，高さは10～90　cm〕と，茎はおもに地上あるいは地中を長く這い，花茎はほとんど分
枝せず上部に少数の頭状花を付け，走出茎の節から葉および根が生じるもの〔Bタイプとする；Pseudo・chorisis節
（1・debilis　subsp．1itoralis，1．　stolonifera）およびChorisis節（1．　repens）の植物で，高さは20　cm内外〕に大別で
きる．葉の厚さや形状は種により異なる．
　i）Aタイプに属する植物
　1．　一般的内部形態13）
　葉の主脈部横切面は半円形あるいは倒三角形で上面は平坦あるいはやや突出し，下面は大きくV字あるいは半円状
に突出する．葉の主脈部横切面の厚さ，上下の突出程度は種により異なる．表皮面はクチクラに被われ，クチクラの
形状は種により滑らかなものと微小なクチクラ瘤を形成するものがある．下面表皮の内側には1～3細胞層からなる
厚角組織が認められる．維管束は並立型．維管束の葉から茎への移行形式は茎の葉跡のタイプからmultilacunar
type14）で，一般に葉身の先端から1／3および2／3の部位付近の2ヵ所でそれぞれ2個ずつ大型の側脈が左右から主脈部
に入り，これらの大型の側脈は主脈部を走る1個の維管束とともに主脈部中を並走し，そのままそれぞれの維管束が
（　292　）
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　　　　　　　　　　　　　　Fig．1．　．lxeris　laevなata　vaL　oldha〃li
A：　Sketch　of　“Pu－gong－ying”　derived　from　this　species．
B：　Detailed　drawings　of　the　transverse　sections　of　the　leaf（1，midrib；　2，　lateral　vein；　3，　margin）．
茎の維管束環の異なる部位に移行する．大型の側脈維管束が主脈部に入る位置は種により特徴的である・したがって，
横切面において大型の維管束が主脈部中央に1個認められるものと，さらにその両側にそれぞれ1～2個，計3～5
個の大型の維管束が認められるものがある．各維管束の上下には厚角組織が維管束しょうを形成する．師部側の維管
束しょうの外側に連合乳管が点在する．葉肉部の厚さは種により異なり，柵状組織が明瞭な種とやや不明瞭な種があ
る．葉縁部は外曲する種がある，葉の表面視では上下面表皮細胞の輪郭線の波形の程度，細胞の大きさ，気孔の大き
さなどに種間差が認められる．
　茎の横切面は類円形を呈する．表皮面はクチクラに被われ，クチクラの形状は種により滑らかなものと微小なクチ
クラ瘤を形成するものがある．下皮が1～4細胞層認められる．維管束は並立型で環状に配列し，維管束間に繊維が
著しく発達する．道管は単穿孔の孔紋道管，門守道管，ラセソ紋道管などからなる．連合乳管が内しょうおよび師部
中に認められる．
　根の横切面は類円形を呈し，最外部は一次皮層の細胞がコルク化したあるいは分裂してコルク化した外皮からなる．
一次皮層の幅，根の半径に対する一次皮層の幅の割合（以下CPR％と略称する），二次皮層の幅，根の半径に対す
る二次皮層の幅の割合（以下CSC％と略称する），木部の直径，根の直径に対する木部の直径の割合（以下XY％
と略称ずる）などに種間差が認められる，道管は単穿孔の孔紋道管，羅紋道管などからなる．木部繊維の発達程度は
種により異なる．内しょうおよび師部中に連合乳管が認められる．細胞内含有物としてイヌリンが認められる．
　2．　比較植物の内部形態
　（D　Llaevigata　var．　eldhami
　葉の主脈部（Fig．1－Bl，3－A1）は下面が半円状に突出し，厚さ950～2250μmで比較植物中最も厚い．クチクラは
微小なクチクラ瘤を形成する．下面にはまれに単列する1～5細胞からなる多細胞毛が認められる．維管束は3～5
個．中央の維管束の上面側の維管束しょう中に繊維が認められることがある．葉肉部（Fig．1－B2，3－A2）は厚さ550
～620μm，柵状組織は明瞭で2～3細胞層．葉縁部（Fig．1－B3，3－A3）は外曲し，先端に厚角組織が認められ，まれ
に繊維が認められることがある．表面視（Fig・4－A1，2）における上面表皮細胞の輪郭線は直線状で，径（各細胞で最大
径を測定した．以下同様）37～108μm．気孔は径25～43μmで比較植物中最も大きい．茎（Fig・2－A，5－Al・・3）は径
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1．　stolonヴllra，　F：1．　repens（1，midrib；2卑lateral　vein；3，margin）．
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　　　　　　　Fig．　4．　Surface　Views　of　the　Leaves　of　lxeris　spp．
A＝1．laevigata　var．　oldhami，　B：∫．　chinensis，　C：1．、polycep加Zα，　D：1．　debゴlis　subsp・
litoralis，　E：　1．　stolonifera，　F：　J．　repens　（1，upper　surface；　2，　lower　surface）．
1・5～5．2㎜．クチクラは厚さ2～4μmで比灘物帳も厚く，微小なクチクラ瘤を形成する．山武の髄聞隙1こ
しばしばクチクラが認められる．維管束は15～43個．根（Fig．2－Cl．．4，6－AI－3）は径1840～2760μln・一次皮層の幅
は60～480μm，CPR％は17～37％。二次皮層の幅は180～520μm，　CSC％は20～36％，木部の直径は740～1250
μm，XY％は30～56％・木部繊維が多数認められる．
　＠　Lchinensis
　地上部の内部形態は外部形態の種々の変異に伴い大きな変異を示す．葉の主脈部（Fig．3－B。、，b、）は下面が通常V
字状に突出し，厚さ450～1000（1500）μm」維管勲ま1～3個．大きな葉では葉によりまれに中央の維管束の上面表
皮側の維管束しょう中に数個のやや厚膜化した細胞あるいは繊維を認める．葉肉部（Fig．3－B。、，b，）は厚さ80～260
μm，柵状組織は1～2細胞層で個体により明瞭なものとやや不明瞭なものがある．葉縁部（Fig．3－B。，，b，）は外曲し
ない．表面視（Fig・．4一：B1，2）における上下面表皮細胞の輪郭線はともに波状を呈し，上面表皮細胞の径は32～100ptm・
気孔の径は16～30μm・茎（Fig・5－B1，2）1ま径1．0～2．8（4．3）mm・維管束は11～38個．比較検討した植物中1個体で
．茎の下部の皮層中に数個のやや木化した厚膜細胞を認めた．根（Fig・6－B1，2）の径は1，　330～3，180μln・一次皮層の幅
は50c・・一410Ptm，　CPR％は7～31％．二次皮層の幅は40～950μm，　CSC％は41～70％木部の直径は305～1，290μm，
XY％は19～46％，木部繊維は通常少ない．以上の1．　chinensisの内部形態は那ら9）の報告とほぼ一致した．しかし，
那らは葉肉部の細胞はほとんどすべて海綿状柔細胞からなるとしているのに対し，われわれは柵状柔細胞を認めた．
また台湾東部で採集したものの中に長い根茎を有するものを認めた．その横走する長い根茎の横切面（Fig・5－B，。）は
類円形を呈し，径2．0～4．Omm．最外部は表皮の内側に形成された1～2細胞層のコルク層あるいは一次皮層からな
る．一次皮層は4～10細胞層の柔細胞からなり，表皮が剥離した部分では外側の1～8細胞層がコルク化して最外部
を形成している．最外部がコルク層の部分では表皮が一部残存し，また一次皮層の細胞中コルク層に隣接した1～3
細胞層がコルク化することがある．また部分的に一次皮層もすべて剥離し最外部が内皮からなることもある．個体に
より一次皮層中に数個の厚膜細胞が認められることがある．維管束は並立型．各維管束間の髄側の部分から髄の外方
部に繊維群が認められ，連続して円形を皇す．髄は径640～880μm．
　　　　　　　　　　　　蒔
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Fig．5．　Diagram　lllustrations　of　the　Transverse　Sections　of　the　Stems，　Scapes，　Stolons，　and
　　　　Rhizome　of　lxeris　spp．
A：1．laevなata　vaL　oldhami，　B：1．　ehinensis，　C：1．　polycephala，　D＝1．4肋ゴ1∫3　subsp．1”orα”5，　E：
1．　stolonifera，　F：　1．　repens　（1，2，　lower　parts　of　the　stem；　3，　upper　part　of　the　stem；　s，　stolon；
rz，　rhizome）．
　＠　Lpolycephala
　葉の主脈部（Fig．3－C1）は下面が幅の広いV字状あるいはV字状に突出し，厚さ650～910μm．・側脈の主脈部への
移行部位は観察する葉により異なり，茎の下部の葉では葉身先端から2／5～1／2付近，・茎の上部の葉では葉身先端から
3／5～3／4付近．側脈が入った主脈部は幅が広く，中央の維管束と上面表皮の間の柔組織中に軸性の裂隙が認められる．
上面表皮e＝　1．laevigata　var．　oldhami　Uこ見られるものと同様の多細胞毛が認められることがある．葉肉部（Fig．3－C3）
は厚さ100～180μm，柵状組織はやや不明瞭で1～2細胞層．葉縁部（Fig．3－C3）は外曲しない．表面視（Fi9・4－C1，2）
における上面表皮細胞の輪郭線は波状，下面表皮細胞は直線状からやや波状を呈す．上面表皮細胞は径38～72μmで
前記2種に比べやや小さく，気孔も径15～25μmで小さい．茎（Fig．5。C）は通常中空で径2．3～5．2mm．維管束
は16～30個．根（Fig．6－C）は径890～3210μm．一一次皮層の幅は80～150μm，　CPR％は6～28％．二次皮層の幅は
65～900μm，CSC％は27～48％．木部の直径は460～1440μmで比較植物中差も大きく，　XY％は42～58％，木部
繊維が多数認められる．
　ii）　Bタイプに属する植物
　1．　一般的内部形態13）
　葉の主脈部横切面はAタイプと異なり，下面はわずかに突出するのみである．主脈部横切面の厚さは種により異な
る．大型の側脈は通常葉身の基部から1／3より基部側で主脈部に入る．葉肉部の厚さは種により異なる．葉縁部は外
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Fig．6．　Diagram　lllustrations　of　the　Transverse　Sections　of　the　Roots　of
　　　　Ixeris　spp．
A：　1，　laevigata　var．　oldhami，　B：　1．　chinensis，　C：　1．　polycephala，　D：　i．　debilis
subsp．　litoralis，　E：　1．　stolonifera，　F：　1．　repens．
曲しない．葉の表面視では上下面表皮細胞の輪郭線の波形の程度，細胞の径，気孔の大きさなどに種間差が認められ
る．花茎の横切面はAタイプの茎とよく似た形態を呈し，クチクラの厚さは種により異なる．表皮下に部分的に1細
胞層の下皮を認める種がある．維管束間に繊維が少ない点でAタイプの茎と区別される．走出茎の横切面は類円形を
呈し，その内部形態は花茎に似ているが維管束間に繊維をまったく認めない点で異なり，また最外層の一部がコルク
化することがある．根はAタイプと同様
　2．　比較植物の内部形態
　＠　Ldebilis　subsp．　titoratis
　葉の主脈部（Fig．3－D1）は厚さ840～940μmでBタイプの中で最も厚い．葉肉部（Fig．3－D2）は厚さ230～550μm，
柵状組織は1～3細胞層．表面視（Fig．4－Dl，7）における上面表皮細胞の輪郭線は直線状，下面表皮細胞は通常直線
状，まれにやや波状を呈す．上面表皮細胞は径44～102μmでBタイプの中で最も大きい．気孔の径は24～38μm・
花茎（Fig．5－D）は径1．3～2．1mm．維管束は8～10個．師部中に道管を認めることがある．走出茎（Fig・5－Ds）は
径1．4～2．7㎜．表面のクチクラは厚さ1～2μm．維管束は12～13個．根（Fig．　6－D）は径600～1150Ptm・　一次皮
層の幅は100～180μm，CPR％は28～45％二次皮層の幅は65～230μm，　CSC％は25～41％木部の直径は100
～410μm，XY％は17～40％，木部繊維はほとんど認められない．
　⑤L伽Zoπ漉rα
　葉の主脈部（Fig．3－E1）は厚さ220～340μmで比較植物中蒔も薄い．葉肉部（Fig．3－E2）は厚さ110～210μm，柵
状組織は通常1細胞層．下面表皮細胞の大きさは不揃いで，下表面は凹凸が著しい．表面視（Fig．4－E1，2）における表
皮細胞の輪郭線は根出葉と茎葉で異なり，根出葉では上下面ともに波状を呈し，茎葉では上下面ともに直線状まれに
波状を呈する．上一溜胞の径は35～83μm気孔の径は18～28μm，花茎（Fig，　5・E）は径O・　7～1・6㎜で下皮
が認められない．皮層は2～3細胞層で比較植物中最も少ない．維管束は7～8個．走出茎（Fig・5－Es）は径0・6～
1．Ommで下皮が認められない．皮層は3～6細胞層．維管束は7～9個．根（Fig．6一耳）は径1250～2250μm・一
次皮層の幅は110～290μm，CPR％は11～26％．二次皮層の幅は340～880μm，　CSC％は56～69％．木部の直径は
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Key　1．　Key　for　the　identification　of　lxeris　spp．　from　Taiwan　according　to　their　anatomical　characteristics．
　A：　Lower　surface　of　midrib　is　projecting　down　in　the　transverse　section　of　the　leaf．
　　　　Fibers　and／or　sclerenchymatous　cells　are　frequently　observed　in　the　interfascicular
　　　　region　of　the　stem．
　　　B：　Midrib　is　above　950　ptm　in　thickness　in　the　transverse　section　of　the　leaf．
　　　　　The　portion　between　midrib　and　margin　is　above　550　ptm　in　thickness，　・・・…1．　Iaevigata　var．　otdhami
　　　　　The　portion　between　midrib　and　margin　is　below　260　ptm　in　thickness・．　・・・…t・・・・・・・・・・・・・・…1．　chineresis
　　　B：　Midrib　is　below　950　ptm　in　thickness　in　the　transverse　section　of　the　1eaf．
　　　　C：　Wood　fibers　are　frequently　observed　in　the　transverse　section　of　the　root．
　　　　　　　Stoma　is　below　25　ptm　in　diameter　and　upper　epidermal　cell　is　below　72　ptm　in　diameter
　　　　　　　in　the　surface　view　of　the　leaf．　Ratio　of　breadth　of　secondary　cortex　to　the　radius　of
　　　　　　　the　root　is　from　27　to　48％．　Ratio　of　d　iameter　of　xylem　to　that　of　the　root　is　from
　　　　　　　42　to　58％．　・一…　t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　‘・・・…　d・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・…　一・・・・…　t・…　一・一・・・・・・・…　一・一・1．　polycephala
　　　　C：　Wood　fibers　are　slightly　observed　in　the　transverse　section　of　the　root．
　　　　　　　Stoma　is　upto　30　ptm　in　diameter　and　upper　epidermal　cell　is　upto　100　gem　in　diameter
　　　　　　　in　the　surface　view　of　the　leaf．　Ratio　of　breadth　of　secondary　cortex　to　the　radius　of
　　　　　　　the　root　is　from　41　to　70％．　Ratio　of　diameter　of　xylem　to　that　of　the　root　is　from
　　　　　　　19　to　46％，　・・・・・・…　一・・一・一…　L・・・・・…　一…　一・・・・・…　一t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　‘・・・・・・・・・・・・・・・・・…　1．　ehinensis
　A：　Lower　surface　of　midrib　is　slightly　projecting　down　in　the　transverse　section　of　the　1eaf．
　　　　Fibers　and／or　sclerenchymatous　cells　are　slightly　observed　or　absent　in　the　interfascicular
　　　　region　of　the　scape　and　stolon．
　　　B：　Midrib　is　from　840　to　940　ptm　in　thickness　in　the　transverse　section　of　the　leaf．
　　　　　Upper　epidermal　cell　is　from　44　to　102　ptm　in　diameter，　stoma　is　from　24　to　38　ptm
　　　　　in　d　iameter　in　the　surface　view　of　the　leaf．　・・…‘・・・・・・・・・・・・…一，・・・・・・・・・・・・・・…一・一・・1．　debilis　subsp．　litoratis
　　　B：　Midrib　is　from　480　to　690　ptm　in　thickness　in　the　transverse　section　of　the　leaf．
　　　　　Upper　epidermal　cell　is　from　35　to　83　ptm　in　diameter，　stoma　is　from　18　to　28　ptm
　　　　　　in　diameter　in　the　surface　view　of　the　leaf．　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…c一…一・一一一・・F・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…1．　repens
　　　B：　Midrib　is　from　220　to　340　ptm　in　thickness　in　the　transverse　section　of　the　leaf．
　　　　　　Upper　epidermal　cell　is　from　22　to　57　ptm　in　d　iameter，　stoma　is　from　24　to　36　ptm
　　　　　　in　d　iameter　in　the　surface　view　of　the　leaf．　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・…一・・・・…一・・・・・・・・・・・…一・‘・‘…1．　stolonifera
210～480μm，XY％は17～22％で比較植物中子：も小さい．木．部においては形成層に近い部位に径の大ぎな道管が分
布している．木部繊維は少ない．
　＠　Lrepens
　葉の主脈部（Fig3F1）は厚さ480～690Ptm．葉肉部（Fig．3－F2）は厚さ280～400μm，柵状組織．は2～3細胞層・
表面視（Fig．4・F1，2）における表皮細胞の輪郭線は上下面ともに直線状を呈し，上面．表皮細胞は径22～57μrnで比較
植物中耳も小さい．気孔の径は上面側のものが24～31μm，下面側のものが26～36μ血・花茎（Fig5一：F）は径1・6
～1．9mmで表面がしぼしば凹幽する．クチクラは厚さ1～2μm．下山を認めない．維．管束は7～9個．維管束間に
繊維を．認めない．走出茎（Fig．5－Fs）は径1．5～2．6・mm．表面のクチクラは厚さ1・5～3μm・維管束は12～13個・
根（Fig．6－F）は径560～740μm．一次皮層の幅は40～290μm，　CPR％は35～66％二次皮層の幅は45～200μ1n，
CSC％は12～32％．木部の直径は100～200μm，　XY％は17～36％．木部繊維はほとんど認められない・
　In．　市場品「蒲公英」の形態および原植物
　1）哺里市場品
　商品は全草の乾燥品で花期から果実期にかけて採集されたものである．復元すると茎の高さは50～75cm・葉は緑
白色か嚇舶色でや樽く，表面がざらつぎ，長さ20　cm内外．茎購緑艶また二四で径2～3㎜，下部
では暗紫色を帯び径5mm以上になるものもある．茎の表面はざらつく．黒褐色から黄褐色を呈する短い根茎から
根が多数生じ，根は径1～2㎜，緬は淡黒部で断面舶色珠は苦V・．このものの内部形齢伽ぬθvな伽
var．　oldhamiの内部形態に合致した．
　2）　その他の市．品品
　市場品の大部分を占めるもので，全面の乾燥品またはその粗切品で，花期から果実期にかけて採集されたものであ
る．復元すると茎は高さ20～50cm．葉は淡黒緑色で哺里市場品に比べ薄く小型で細長く，長さは通常6～11cm．茎
は淡黒緑色または黄褐色から黒褐色で径1～2mm．葉および茎の表面はざらつかない．根は径1～2　mm，外面は淡
黒褐色．味は苦い，これらの商品の内部形態はIxeris　chinensisの内部形態に合致した．
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結論および考察
　1．　今回比較組織学的に検討したIxeris属植物6種：について，葉，茎および根の内部形態的特徴により作成した
種の検索表をKey　1に示す．なお，内部形態の測定値をTABLE　Iに示した．
　2・K：ey　1から，現在市販されている台湾産「蒲公英」の多くはIxeris　chinensisに由来するものであるが，　L
laevigala　var．　oldhamiの全心に由来する商品もあることを確証しえた．
　3．現在台湾市場の「蒲公英」の主たる原植物であるIxeris　chinensisは，台湾においては民間的にも「蒲公英」，
「兎雪菜」，「兎晃菜」，「小公英」，「小金英」，「石壁廣」などと称し肝炎，胆のう炎6・7・15），乳纏15・16〕などの治療や消炎，
退黄解熱薬16）として用い，さらに佐々木17）によれば，皮膚病，打撲傷，腫物，消化不良，便秘，毒蛇咬傷などとして
も用いるとされる。また福建省でもL　chinensisは「蒲公英」の名称で用いられており18），台湾での「蒲公英」の名
称，現在の薬効，用法などは，福建省から伝わったものと考えられる．なお，先住民（高地民族）は同植物を回虫駆
除やマラリアの治療等に用いる19）とされ，用途の違いが認められる．このように1．chinensisは様々な薬効で用いら
れており，今後これらの薬効について検討する必要があろう．
　4．　今回台湾産「蒲公英」の1原植物として確認されたIxeris　laevigata　var．　oldhamiを台湾の先住民は腫瘍や
外傷の治療に用いている19）．また同植物は台湾においては「蒲公英」という名称よりむしろ「大公英」という名称が
一般的であり6），さらに「三板刀」，「高山蒲公英」，「刀傷草」などの別名を持ち6・15），民間的に痙庁，気管炎，腸炎，
肝炎などの治療16・20）に用いられている．このように「蒲公英」以外の名称でも類似した薬効で用いられており，さら
に外部形態がL　chinensisに似て分布域も広い10）ことから，　L　chinensisと混同され「蒲公英」と称して用いられるよ
うになったものと考えられる．
　5・Ixeris　chinensisの内部形態については，那ら9）の他にも，近年羅集鵬，楼之學21）が中国大陸の材料を用いて検
討し報告している．今回われわれが用いた台湾産の材料の内部形態もその報告にほぼ一致した．しかし，羅らによる
と，茎の中，下部の横切面の皮層中に厚膜化した細胞が認められるとされるが，われわれの結果では，茎にはほとん
ど認められず，根茎の皮層中には認められることがあった．1．　chinensisは外部形態的に葉の形状などに大きな変異
を示し，また植物分類学的にも変異幅の広い種であるとされており10b），内部形態的にも変異を示すものと考えられ
る．
　6・Ixeris　debilis　subsp．　litoralisは植物分類学的には1．　debilisと1．　repensのhybrid　raceであることは否定
されている10b）．しかし，今回われわれが内部形態的に検討した結果1，4馳訪5　subsp．　litoragisは葉の表面視におけ
る上面表皮細胞の径や花茎の横切面における木部放射組織の厚膜化の程度などの特徴が母種の1．debilis22）に類似し，
また葉の表面視における上面表皮細胞の輪郭線，葉の主脈部および葉肉部の横切面の厚さなどの特徴が1．repensに
類似しており，内部形態的には両種との間に類似点を有することが明らかとなった．
　謝　辞：比較植物の同定ならびに材料の：蒐：集にご協力くだされた，京都大学理学部村田　源講師，小山急患助教
授，台湾大学理学丁掛木村氏，材料蒐集にご協力くだされた高雄医学院生物科林俊清教授，同研究室の諸氏，なら
びに熊本工業大学浜田善利博士に深謝する．
　Abbreviations：　c：　cambium，　co：　collenchymatous　cell　or　collenchyma，　cpr：　primary　cortex，　cu：　cuticule，
cx：　cortex，　en：　endodermal　cell　or　endodermis，　ep：　epidermal　cell　or　epidermis，　epl：　lower　epidermal　cell，
epu：　upper　epidermal　ce11，　f：　fiber，　hg：　glandular　hair，　hol：　hollow，　hy：　hypodermal　cell，　i：　intercellular
space，　kl：　cork　layer，　）v：　articulate　latex　tube，　mr：　medullary　ray，　p：　parenchyma　cell，　pa：　palisade’paren－
chyma　cell　or　palisade　tissue，　ph：　phloem，　s：　sieve　tube，　sc：　sclerenchymatous　cell，　sp：　spongy　parenchyma
cell，　sto：　stoma，　trc：　transfusion　cell，　v：　vessel，　vb：　vascular　bundle，　yp：　pitted　vessel，　vs：　spiral　vessel，
wf：　wood　fiber，　wp：　wood　parenchyma　cell，　xp：　protoxylem，　xy：　xylem．
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